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ワークシート いじめの関係図トランセンド（超越）法とは

　しかし、調停者の知識と技能は、紛争転換の仲介をするためだけのものではありません。自分自身が
紛争に巻き込まれたり、当事者になったりしたときにも役立つ方法なのです。人間は自分自身と対話する
ことができる動物です。また、対立する相手方の目標を理解し、共感することも、訓練によって上達する
でしょう。

コラム
ペルーとエクアドル問題
　２０世紀中、エクアドルとペルーの間に3度の戦争を引き起こした500平方キロの地帯における国境をめぐる
紛争（対立）に関して、全く境界線を引かずに、その地域を『「自然公園という2国間ゾーン」に変えることによっ
て解決しよう』という提案は、最初、まったく相手にされませんでした。「創造的すぎる（考えだ）」というのです。
「国境線というものは、当然引かねばならないものだ」という考えに固執し、54年間にわたり、数限りない交
渉を繰り返しながら、延期と撤退が重ねられ、ついには軍事的手段が試みられました。領土を分割し、新しい
国境線を引くことも提案されましたが、結局うまくいきませんでした。
　ところが「創造的すぎた」提案がなされた３年後の1998年の秋、突然エクアドルは「自然公園を備えた2国間
ゾーン」を提案し、これがエクアドルとペルー間の平和条約の内容となったのでした。たった３年で実現すること
になった「創造的すぎる提案」。２１世紀の今も、その「転換された」空間は地域の人々の交流の場、経済の場と
して発展し続けています。
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